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先端建設技術・技術審査証明事業先端建設技術・技術審査証明事業

概要書

丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法
－（LP-LiC工法）－

平成26年3月

一般財団法人　先端建設技術センター（ACTEC）
建設技術審査証明協議会会員

先端建設技術・技術審査証明事業に関するお問い合わせ

一般財団法人 先端建設技術センター（ACTEC）企画部
TEL.03-3942-3991　FAX.03-3942-0424　http://www.actec.or.jp/

当センターでは、建設事業に係るニューフロンティア開発技術、メカトロニクス、環境保全等の先端技術で、調査・設計・施工・維
持管理等の技術、機械・設備・材料等の開発・利用技術を対象に審査証明を行っています。

※本概要書は、一般財団法人先端建設技術センターが行った先端建設技術・技術審査証明事業の審査結果を広く関係者に紹介する目的で作成したものです。（平成26年3月）

丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法（LP-LiC工法）の審査証明依頼者

審査証明依頼者

飛島建設株式会社
神奈川県川崎市高津区坂戸3-2-1
TEL.044-829-6750　FAX.044-811-1099

飛島建設株式会社・兼松日産農林株式会社・昭和マテリアル株式会社

兼松日産農林株式会社
東京都千代田区麹町3-2

TEL.03-3265-8243　FAX.03-3265-8242

昭和マテリアル株式会社
北海道岩見沢市上幌向町542-7

TEL.0126-26-3636　FAX.0126-26-4533

LP-LiC工法の施工事例

LP-LiC工法の適用範囲

LP-LiC工法の主要な関連特許

項 目 適用範囲 
先行掘削施工可能地盤N 値  N 値≤40 （ただし，層厚1m以内） 
先行掘削施工可能土質 礫混じり土より細粒な地盤 

液状化対策の 
対象層 

原地盤N 値 N 値≤20 
対象土質 砂質土，細粒分含有率Fc ≤50% 

丸太頭部深度 GL-2.0m以浅 
下限地下水位 GL-2.0m以浅 
改良深度 GL-12m以浅 

丸 太 

樹種 スギ，ヒノキ，カラマツ，ベイマツ，アカマツ，クロマツ，
エゾマツ，トドマツ，リュウキュウマツ，アスナロ 

丸太末口呼び径 0.13m以上 0.18m未満 
丸太長さ 6m以下 
継ぎ数 2点以下（丸太 3本以下） 

打設可能層

① 特許第3923954 号，　② 特許第4359269 号，　③ 特許第4459173 号，　④ 特許第4791394 号，
⑤ 特許第5103255 号，　⑥ 特許第5053915 号，　⑦ 特許第5030003 号，　⑧ 特許第5261837 号，
⑨ 特許第5261839 号

小型機を用いた住宅地における施工（戸建て住宅） 大型機を用いた施工（集会所）
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丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法
－（LP-LiC工法） －－（LP-LiC工法） －

本工法は、地下水位の浅い緩い砂地盤
に、地盤改良材として丸太を打設するこ
とで、丸太に生物劣化を生じさせること
なく、長期間炭素貯蔵を行いながら、地
盤の密度増大を図る、環境負荷の極めて
小さい地盤改良工法です。

LP-LiC工法とは

LP-LiC工法の原理

施工時の振動レベル
（ V10値）

施工時の騒音レベル
（ A5値）

（2）周辺環境への配慮
・自然素材を用いるので、地下水汚染など

の心配がありません。
・丸太は、地盤に静的に圧入するので、低

振動・低騒音です（右図）。
・大型重機を用いなくても良いので、市街

地での施工が可能です。
・無排土で丸太を圧入するので、建設残土

が発生しません。
・プラントなどの設備を必要としません。

（3）丸太の長期耐久性を確保
・地中の丸太は、地下水位以深であれば生物劣化しません（下図①）。
・地下水位以浅であっても、透水係数がk≤1×10-9m/sの土質で覆われていれば、

生物劣化しないことが確認されました（下図②、③）。
・生物劣化地下水位※ 以浅の丸太には、防腐防蟻処理または物理的処理を行います
（下図④、⑤）。

 

丸太打設による炭素貯蔵量と工事による二酸化炭素排出量 地盤改良工事1m3当りの温室効果ガス排出量と貯蔵量の収支

（4）温室効果ガス削減効果
・丸太を地盤中に打設することで炭素を長期間貯蔵します。
・この炭素量は、工事によって排出される二酸化炭素量よりも多くなります（下図左）。
・他工法と比べ、炭素貯蔵ができるので工事をすること自体が地球温暖化緩和策とな

ります（下図右）。

LP-LiC工法の適用対象例

公園 建物周辺地盤 戸建て住宅 低層建築

駐車場・道路 盛土（宅地，道路，鉄道，海岸保全など） 盛土（河川など） 

 

 

構造物周辺地盤

建物

杭基礎

LP-LiC工法の特徴

（1）液状化対策効果
・現地調査や振動実験により、従来の密度増大工法と同様な液状

化対策効果を発揮することが確認されました。
・対策原理は、信頼性の高い密度増大を基本にしています。

液状化対策効果
（浦安市美浜5丁目）

液状化対策方法別の入力加速度と累積沈下量
（大型模型振動実験）
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丸太頭部位置と地下水位を考慮した生物劣化対策のメニュー
 

被覆土

丸太
丸太

毛管水頭ψ

充填材 被覆土

丸太

粘土層

防腐防蟻処理

した丸太
物理的に

被覆処理

丸太

① ② ③ ④ ⑤

充填材 充填材

「LP-LiC」は、Log Piling Method for Liquefac-
tion Mitigation and Carbon Stock の略です。

※生物劣化地下水位：
　木材が生物劣化を生じな
　い上限の地下水位
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対 象 品 目

国 産 材 マ ー ク の 効 果

国産材マーク使用許諾団体

丸太・製材・合板・集成材・繊維板・ＬＶＬ・防腐木材
複合フローリング・単層フローリング・プレカット材

※1 マーク使用料は無料です
 （申請手続料、マーク普及協力費のみ実費）

（平成 25年 11 月現在）（平成 25年 11 月現在）

※1

国産材を使うことで、

「日本の森林が元気」になります。

「環境意識の高いエンドユーザーへ
商品をアピール」できます。

※2 森林再生（生物多様性の保全、水源涵養、CO2吸収、土壌保全、土砂災
 害防止、快適環境の形成、保健・レクリエーション機能、地域活性化
 雇用創出等）、地球温暖化の抑制（CO2吸収、炭素貯蔵、化石燃料代替
 等）、地域・生活環境の向上（景観性向上、居住環境向上、ヒートアイ
 ランド緩和等）

国産材マークは、

「国産材を使うこと」のＰＲになります。

※2

全国木材組合連合会
全国森林組合連合会 
国産材製材協会
日本合板工業組合連合会
日本集成材工業協同組合
日本繊維板工業会
全国ＬＶＬ協会

全国木材組合連合会
全国森林組合連合会 
国産材製材協会
日本合板工業組合連合会
日本集成材工業協同組合
日本繊維板工業会
全国ＬＶＬ協会

日本フローリング工業会
日本複合床板工業会
日本木材防腐工業組合
全国木造住宅機械プレカット協会
全国天然木化粧合単板工業協同組合連合会
大分県木材協同組合連合会

日本フローリング工業会
日本複合床板工業会
日本木材防腐工業組合
全国木造住宅機械プレカット協会
全国天然木化粧合単板工業協同組合連合会
大分県木材協同組合連合会

「国産材」マーク制度は、国産材の製品であることを表示するマークの適切な使用を通じて、
国民に広く国産材利用の意義・重要性を普及啓発し、国産材の利用促進と消費者の製品選択
を促し、我が国の森林再生に資することを目的として創設するものです。

2013年8月8日に「国産材マーク推進会」を発足しました。

JAPIC 森林再生事業化委員会事務局国産材マーク推進会事務局 wood@japic21.or.jp JAPIC ホームページ（http://www.japic.org）内バナーからアクセスできます��
国産材マーク日本の森林を元気に国産材マークHP 検  索

協力 |西村あさひ法律事務所
商標登録　（登録第 5598999 号）

国産国国産材産材産 クマ クマ の広報の広報の 周知周知周知周知（広広（広（広広広広広
国産材国産材材国産材産産材産 マークークマークマークマークマークマーマママ ククの広報の広報の広報報の広報の広報のの 報 周知・周知周知周知・周知周知（広広広（広（広（広広広広広告、自告、自告 自告、自告、自自告、自、自自、自自社のパ社のパ社のパ社のパ社のパ社社社のパのパ社のパ社のパのパ社のパンフレンフレンフレンフレレンフレンフレンフレンフレンフレンフレン ット・ット・ット・ト・ットットット・ットッットッ ウェブウェブウェブウェブェブブウェブウェブササササササイト等イト等イト等イト等イト等イト等イ に使用に使用に使用に使用使用に使用に使用に使用）には）には）には）には）には））にはにはには、企業、企、企業、企業、企業企企 名の入名の入名の入名の入名の入名の入のらないらないらないらないらなら いいらない普及用普及用普及用普及用普及用普及用普及用普及用マークママークマークマークマークークマ を使っを使っを使っを使っを使っ使を使 て下て下て下て下て下下下下下さい。ささい。さい。さい。さい。さ

国産材マークの広報・周知（広告、自社のパンフレット・ウェブサイト等に使用）には、企業名の入らない普及用マークを使って下さい。

普及普及及普 用用国用国産材産材マママ ククククク
普及普及普及普及普及普及用国用国用国用国用国用用国用 産材産材産材産材産材産材産材産材マーマーマーマーマーマーマーマママ クククククク
普及用国産材マーク

日本の森林を元気にする

「国産材マーク」
産業界からの提案

広広広広報 周知（広の広報の広報の広報の広報広報広報広報広報の広報広報・周知・周知・周知・周・周知・周知・周知・周知周 （広（広（（広（の広報・周知（広

クククククククク

国産材マ クの国産材産材国産材国産材産産 マ クマ クマ クマ クマ クののののの国産材マ クの

国国国産産産国国国産産産産国産

の広の広の広の広の広広
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■ 国産材マークを推進するために、「国産材マーク推進会」と「国産材マーク審査会」を設けています。

■ 「国産材マーク推進会」は、「使用許諾部会（A会員）」、「普及部会（B会員）」から構成されます。

■ 使用許諾部会（A会員）は国産材マークの使用を許諾し、普及部会（B会員）はマークの普及を推進します。

「普及部会」は、以下の活動を行います。
① 国産材マークの普及を推進する
② 国産材マークの普及活動につき企画運営を行う
③ 国産材利用推進の意義について広報・啓発活動を行う

また、普及部会に属する「B会員」は、以下の活動を行います。
① 国産材マークの普及に協力する
② 国産材利用の推進、我が国の木材自給率の向上、及びこれらに
 よる森林再生の意義について広報・啓発活動を行う
③ B 会員の内外において国産材を使用した製品の開発・販売を推
 進し、国産材の消費拡大のための活動を行う

「国産材マーク審査会」は、国産材マークの社会的信用を確保する
ため、マークを使用する企業が「国産材」マーク使用許諾規約及
び国産材マーク使用基準、その他の規則類に違反していると疑わ
れた際に、違反の有無につき審査を行います。

使用許諾部会
（A会員）

木材関連団体

「使用許諾部会」は、以下の活動を行います。
① 国産材マークの使用許諾を通じて、国産材マークの普及を推進する
② 国産材マークの使用許諾遂行の円滑化に関わる検討を行う

また、使用許諾部会に属する「A会員（事務局支部）」は、以下の活動を行います。
① 国産材マークの使用許諾を通じて国産材マークの使用を奨励する
② 国産材マークの普及に協力する
③ 国産材利用の推進、我が国の木材自給率の向上、及びこれらによる森林再生の意義について
 工法・啓発活動を行う

国産材マーク推進会　役員

平成 25 年 8月 8日（敬称略）国 産 材 マ ー ク 推 進 会

平成 25 年 8月 8日（敬称略）

会 長
会 長 代 理

部 会 長
部会長代理

｜ 米田 雅子 慶應義塾大学 特任教授、JAPIC 森林再生事業化委員会
｜ 片岡 明人 住友林業（株）常務執行役員  山林環境本部長

国産材マーク審査会

国 産 材 マ ー ク 審 査 会

審 査 会 長
審 査 員

｜ 米田 雅子 慶應義塾大学 特任教授、JAPIC 森林再生事業化委員会
｜ 竹下 俊一 タマホーム（株）執行役員 工務本部本部長
｜ 中出　 海 （株）イワクラ　環境事業部 部長代行
｜ 長谷川 賢司 大建工業（株）執行役員  情報業務部 部長
｜ 松岡 秀尚 中国木材（株）管理部 部長 兼 開発部 部長
｜ 桃渓　 崇 ナイス（株）東日本木材統括部 統括部長

使用許諾部会 （A会員） 部 会 長｜ 川喜多 進 日本合板工業組合連合会　専務理事 兼 事務局長

普及部会 （B会員） ｜ 加藤 富美夫 大東建託（株）技術部 次長
｜ 水谷 敦司 （株）竹中工務店　環境エンジニアリング本部 副部長

普及部会
（B会員）

JAPIC 森林再生
事業化委員会委員

および
委員の推薦する者

国産材マーク
審査会

マークは、「国産材マーク」と「普及用国産材マーク」の２種類あります。

「国産材マーク」および「普及用国産マーク」を使うには、事前の許諾が必要です。

マークの無断使用および虚偽記載は禁じられています。

マークは、「国産材マーク」と「普及用国産材マーク」の２種類あります。

「国産材マーク」および「普及用国産マーク」を使うには、事前の許諾が必要です。

マークの無断使用および虚偽記載は禁じられています。

国産材マーク推進会・国産材マーク審査会　組織

注 意 事 項

国産材マーク
審査会

国産材マーク
推進会

使用許諾部会
（A 会員）
事務局支部

普及部会
（B 会員）
民間等



LP-LiC 工法施工地点における国産材マーク表示看板写真集 

 

  
浦安市美浜寿会館（千葉県浦安市美浜 5 丁目） 

 

   
神崎町天の川公園（千葉県香取郡神崎町神崎神宿） 

 

  
諏訪市工場跡地（長野県諏訪市湖岸通り） 

 
 
 



 

  
松阪市病院駐車場（三重県松阪市下村町） 

 
 

  
高知市資材置き場（高知県高知市仁井田） 
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丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法（LP-LiC工法） 

報告会・見学会・説明会・展示会の一覧 

 

No. 開催日 会場 内容 

1 
2012年 6月 1日 

–2日 
千葉県浦安市舞浜 

浦安市が管理する施設を利用した液状化対策工法の実証実験 

「丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法」実証実験公開 

2 2013年 1月 16日 千葉県木更津市木材港 
林野庁平成 24年度地域材供給倍増事業「丸太打設液状化対策＆

カーボンストック工法」見学会 

3 2013年 2月 6日 長野県諏訪市豊田 
林野庁平成 24年度地域材供給倍増事業「丸太打設液状化対策＆

カーボンストック工法」見学会 

4 2013年 3月 21日 木材会館(東京都江東区) 
林野庁平成 24年度地域材供給倍増事業「地域材を活用した丸太

打設による液状化対策工法の確立」成果報告会 

5 
2013年 6月 5日 

-6日 

夢メッセみやぎ(宮城県仙台

市) 
建設技術公開「EE東北’13」新技術展示会 出展 

6 
2013年 7月 23日 

-25日 
富山県民会館(富山県富山市) (公社)地盤工学会第 48回地盤工学研究発表会 技術展示 出展 

7 
2013年 9月 4日 

-6日 

日本大学生産工学部津田沼

キャンパス(千葉県習志野市) 
(公社)土木学会平成 25年度全国大会パネル展示 出展 

8 2013年 10月 18日 
浦安市美浜寿会館(千葉県浦

安市) 

平成 25 年度千葉県森林整備加速化･林業再生基金事業「丸太打

設液状化対策＆カーボンストック工法」実証施工現場見学会 

9 2013年 12月 12日 
神崎町天の川公園(千葉県香

取郡神崎町) 

平成 25 年度千葉県森林整備加速化･林業再生基金事業「丸太打

設液状化対策＆カーボンストック工法」実証施工現場見学会 

10 
2014年 2月 5日 

-6日 

パシフィコ横浜(神奈川県横

浜市) 
震災対策技術展 出展 

11 2014年 2月 27日 木材会館（東京都江東区） 
平成 25 年度千葉県森林整備加速化･林業再生基金事業「丸太打

設液状化対策＆カーボンストック工法」成果報告会 

12 2014年 4月 22日 
東洋バルブ跡地(長野県諏訪

市) 

平成 25年度信州の木先進的利用加速化事業「丸太打設による液

状化対策工法の実証研修会」 

13 2014年 5月 20日 
ウッドピア市売協同組合，

南産婦人科(三重県松阪市) 

平成 25 年度三重県産材木材新規用途導入促進支援事業｢三重県

産材による丸太打設液状化対策の実証施工｣説明会＆現場見学会 

14 2014年 5月 23日 高知県高知市仁井田 
(公社)土木学会木材工学委員会「丸太打設工法の施工及び実証

調査」現地見学会 

15 2014年 5月 26日 高知県高知市仁井田 
千葉県森林整備加速化･林業再生基金事業「丸太打設工法の施工

及び実証調査」現地見学会 

16 2014年 9月 19日 
一橋大学「一橋講堂」(東京

都千代田区) 
平成 26年度建設技術審査証明 新技術展示会 出展 

17 
2014年 10月 15日

～17日 

東京ビッグサイト（東京都

江東区） 

2014年地球環境保護地盤改良技術展 

「丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法(LP－LiC工法)」 

18 2015年 1月 30日 
関東農政局土地改良技術事

務所(埼玉県川口市) 
新技術・新工法説明会 

19 2015年 2月 10日 千葉県文書館(千葉市中央区) 千葉県 土木技術講習会（平成 26年度第 2回新技術発表会） 

20 2015年 3月 3日 千葉県浦安市入船 4丁目 
林野庁平成 26年度地域材利活用倍増戦略プロジェクト 

LP-LiC工法現地見学会 

21 2015年 3月 4日 
長野県諏訪合同庁舎講堂(長

野県諏訪市) 

諏訪地域の新たな木材の活用について－信州の木先進的利用加

速化事業の取り組み事例報告会－ 

22 2015年 3月 30日 NSビル会議室(東京都新宿区) 

林野庁平成 26年度地域材利活用倍増戦略プロジェクト 

「丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法(LP－LiC 工法)」

ワークショップ 
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